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【開催日時】 

令和 6 年 4 月 27 日(土曜日)14 時 00 分～14 時 10 分 

【開催場所】 

Zoom にて開催 

【参加メンバー】 

小谷、早川様（練馬区介護保険課）、荒木様・小林様(第二光陽苑地域包括支援センター)、

M 様（GH 利用者家族） 

【開催内容】 

① 最近のご利用者様のご様子について報告 

※写真を添えて説明 

  3 月はコロナ対応もありあまり活動写真を撮影することが出来ませんでした。写真のほ

かにもオーナー様より花をいただいたのでフロアに飾り皆様に季節を感じていただいてい

ます。コロナ感染もありましたが皆様元気に過ごされております。 

 

② 職員の入退職 

入職 1 名 

退職０名 

異動 0 名 

退職・異動となった職員はいませんが、先日新たに職員が 1 名入職となりました。 

 

③ 利用者状況 

≪新規利用≫ 1 名 

≪契約解除≫ 1 名  

≪入院者≫ 1 名 

      4 月 26 日時点   登録者数 24 名（男性 6 名：女性 18 名） 

 

今回の集計期間では新規利用の方 1 名となっております。先日特養へ移行された方もい

らっしゃって契約解除なった方も 1 名です。新規利用のお問い合わせも数件いただいて

おりましたが、急ぎではなくなり立ち消えとなっています。 

※資料の作成ミスがあり、報告の際は入院 0 名となっていましたが、現在入院中の方が

1 名いらっしゃいます。 



 

≪要介護度の内訳≫ 

※4 月 27 日現在（区分変更中/暫定含む） 

  要支援 1 → 1 名     

要支援 2 → 2 名 

    要介護１ → 8 名 

要介護２ → 6 名  

要介護３ → 4 名 

  要介護４ → 1 名 

要介護５ → 2 名          

平均要介護度 1.96 

先月と変わらず。 

 

内訳に違いはありますが平均介護度は前回報告と変わっておりません。 

 

④ ひやりはっとと状況報告の件数とポイント紹介 

 

    

 

  ≪ポイント≫ 

今回の期間では服薬に関するヒヤリ報告が多数記録されました。内容としてはセットミス



に職員が気が付きお薬を用意し直したケースが多くみられています。2 重 3 重のチェックが

働いている面もありますが、そもそものセットミスが起こらないよう帳票類の更新や申し

送りについて看護師を中心にわかりやすいものを作りたいと考えています。 

現在正面玄関のパネルが故障してしまい別の出入り口を使用していますが、普段使わない

ようにしていたこともあってか、鍵の閉め忘れによる離接未遂が 2 件ありました。5 月に修

理予定となっていますので引き続き注意して参ります。 

その他の項目に含めていますが、ドライヤー使用時にショートしてしまった事が 1 件あり

ました。幸い発火には至りませんでしたが、業者にも確認し使用方法等に気を付けて参りま

す。その他には利用者様間での対人トラブルが起こっています（口論）。 

 

 

状況報告書 R5 年 2 月 23 日～4 月 25 日 

今回の期間内に状況報告書を 1 件確認しております。 

【① 車両接触の事故】 

概要…4 月 4 日の 20 時過ぎに利用者様を車で自宅に送った際、所定の位置に車を止めるた

め後退したところ左のサイドミラーを利用者宅の塀に引っかけてしまった。自宅にいらっ

しゃった息子様に謝罪し警察に連絡。 

問題点…左のサイドミラーは確認していたが普段よりも少し寄った程度でぶつかる程とは

考えていなかった。街灯が少なく暗い環境であったためミラーと白いカバー部分の間にあ

る黒い部分を十分に把握できていなかった可能性。 

利用者様との会話や事業所に戻ってからの作業に意識が向いてしまって集中力が欠けてい

たか。 

 

⑤ 3 月の新型コロナウイルス対応報告 

※実際に使用したエクセルシートと共に時系列に沿って説明。最終的に利用者様 10 名、

職員 3 名が陽性となりました。 

 

今回の反省点として、①コロナ対応緩和の中でサービス縮小までの初期対応をもう少し早

めるべきであった②軽症の方が多く医師に相談したものの入院調整が出来なかった③陽性

者には隔離対応をとっていたものの完全に制限は出来ず連泊中の方に順番に広がってしま

いサービス縮小期間が延びてしまった。 

 

⑥ 質疑応答 

早川様より…特に意見はないが感染対策に留意しつつ業務にあたってもらいたい。 

→引き続き感染対策のために物品等の準備と看護師によるガウン着脱の研修等行ってまい

ります。 



 

荒木様より…同じく感染対策に気をつけて業務にあたってほしいが、コロナ対応緩和もあ

って対面で開催されることも楽しみにしている。 

→6 月は対面と Zoom とでのハイブリッド開催を行う方向で調整致します。 

 

M 様より…小谷さんの言う「怖くなって」とはどのような意味か（コロナ感染に対する質

問）。 

→私自身今回初めてコロナに感染してしまい苦しい思いをしたため運営推進会議の対面開

催に及び腰になってしまったという意味です。 

 

⑦ 次回開催は来年度 6 月下旬を予定 

以上 


